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RL78/G13 
シリアル・インタフェース IICA（スレーブ送受信） 

要旨 
本アプリケーションノートでは、シリアル・インタフェース IICA によるスレーブ送受信機能の使用方法を

説明します。IICA を使用してシングルマスタ･システムでのスレーブ動作（アドレス受信、データ送受信）
を行います。 
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1. 仕様 
本アプリケーションノートでは、シリアル・インタフェース IICA を使用してシングルマスタ･システムで

のスレーブ送受信（アドレス受信、データ送受信）を行う方法を説明します。 

 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 に IIC 通信の概要を示します。 

図 1.2 から図 1.8 に IIC 通信のタイミング・チャートを示します。 

 
表 1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
シリアル・インタフェース IICA シングルマスタ・システムでの IIC スレーブ送受信を行う

（SCLA0 端子と SDAA0 端子を使用）。 
 

 

 
 アドレス受信：IIC バスに接続された各デバイスはそれぞれ固有のアドレスを持っています。各デバイス

は、マスタから転送対象（スレーブ）のアドレスを受信します。アドレス（7 ビット）と転送方向（1 ビッ

ト）を 1 バイトのデータとして受信します。スレーブは１バイトのデータ受信後、アクノリッジを生成しま

す。 
 データ送受信：アドレス受信後、マスタへデータ送信、またはマスタからデータ受信する動作です。 

図 1.1  IIC 通信の概要 
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（1）マスタ→スレーブ通信 1（スタート・コンディション～アドレス～データ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 SDAA0 が立ち下がってから SCLA0 が立ち下がるまで、標準モード設定時 4.0μs以上／ファースト・モー

ド設定時 0.6μs以上です。 

図 1.2  IIC 通信タイミング・チャート（マスタ→スレーブ通信例）(1/4) 
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① マスタ側でスタート・コンディション・トリガがセット（STT0=1）されると、SDAA0 ラインが立ち
下がり、スタート・コンディションが生成されます。その後、スタート・コンディションを検出（STD0=1）
すると、マスタ側はマスタ通信状態（MSTS0=1）になります。ホールド時間経過後、SCLA0 ラインが
立ち下がり、通信準備が完了となります。 

② マスタ側で IICA0 レジスタにアドレス＋データ方向ビット W（送信）が書き込まれると、スレーブ・
アドレスが送信されます。 

③ 受信したアドレスとスレーブのアドレスが一致した場合注、スレーブ側のハードウェアより ACK0 が
マスタ側へ送信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

④ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側の割り込み（INTIICA0:アドレス送信完了の割り込み）が発生
し、スレーブはアドレスが一致した場合、割り込み（INTIICA0:アドレス一致の割り込み）が発生しま
す。さらに、マスタ側およびアドレスが一致したスレーブ側はウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベ
ル）を発生させます。注。 

⑤ マスタ側が IICA0 レジスタに送信データを書き込み、マスタ側はウエイトを解除します。 

⑥ スレーブ側は受信動作となるため、8 クロック・ウエイト（WTIM0=0）を選択します。スレーブ側が
ウエイトを解除（WREL0=1）すると、マスタ側からスレーブ側にデータ転送が開始されます。 

 

注  受信アドレスと自局アドレスが不一致の場合は、スレーブ側は ACK をマスタ側へ返しません（NACK）。
また、スレーブ側の INTIICA0 割り込み（アドレス一致の割り込み）は発生せず、スレーブ側のウエイト
は入りません。ただし、マスタ側は ACK、NACK のどちらの場合でも、INTIICA0 割り込み（アドレス
送信完了の割り込み）が発生します。 
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（2）マスタ→スレーブ通信 2（アドレス～データ～データ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3  IIC 通信タイミング・チャート（マスタ→スレーブ通信例）(2/4) 

 

D11 

IICA0 レジスタ 

STT0 
（ST トリガ） 

SPT0 
（SP トリガ） 

ACKD0 
（ACK 検出） 

WTIM0 
(ウエイト制御) 

 ACKE0 
（ACK 制御） 

MSTS0 
（通信状態） 

TRC0 
（送信／受信） 

SCLA0（バス） 
（クロックライン） 

WREL0 
（ウエイト解除） 

INTIICA0 
（割り込み） 

SDAA0（バス） 
（データライン） D12 D13 D14 D15 D10 D16 D27 ACK 

IICA0 レジスタ 

STD0 
（ST 検出） 

SPD0 
（SP 検出） 

ACKD0 
（ACK 検出） 

WTIM0 
(ウエイト制御) 

ACKE0 
（ACK 制御） 

MSTS0 
（通信状態） 

TRC0 
（送信／受信） 

WREL0 
（ウエイト解除） 

INTIICA0 
（割り込み） 

W D17 ACK 

③ 

④ 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

 

⑩ 

 

マスタ側 

バス・ライン 

スレーブ側 

H 

H 

L 

H 

L 

L 

L 

H 

L 

L 

H 

：スレーブによるウエイト 

：マスタによるウエイト 

：マスタ、スレーブによるウエイト 



RL78/G13 シリアル・インタフェース IICA（スレーブ送受信） 

R01AN0463JJ0300  Rev. 3.00  Page 7 of 44 
2013.12.27  

③ 受信したアドレスとスレーブのアドレスが一致した場合注、スレーブ側のハードウェアより ACK がマ
スタ側へ送信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

④ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側の割り込み（INTIICA0:アドレス送信完了の割り込み）が発生
し、スレーブはアドレスが一致した場合、割り込み（INTIICA0:アドレス一致の割り込み）が発生しま
す。さらに、マスタ側およびアドレスが一致したスレーブ側はウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベ
ル）を発生させます。 

⑤ マスタ側が IICA0 レジスタに送信データを書き込み、マスタ側はウエイトを解除します。 

⑥ スレーブ側は受信動作となるため、8 クロック・ウエイト（WTIM0=0）を選択します。スレーブ側が
ウエイトを解除（WREL0=1）すると、マスタ側からスレーブ側にデータ転送が開始されます。 

⑦ データ転送完了後、8 クロック目の立ち下がり時にスレーブ側のハードウェアによるウエイト（SCLA0
ライン：ロウ・レベル）が発生し、スレーブ側で割り込み（INTIICA0:転送完了割り込み）が発生しま
す。 

⑧ スレーブ側が受信データを読み出して、ウエイトを解除（WREL0=1）すると、ACK がマスタ側へ送
信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

⑨ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
マスタ側で割り込み（INTIICA0:転送完了割り込み）が発生します。 

⑩ マスタ側が IICA0 レジスタに送信データを書き込み、マスタ側がウエイトを解除すると、マスタ側か
らスレーブ側にデータ転送が開始されます。 

 

注  受信アドレスと自局アドレスが不一致の場合は、スレーブ側は ACK をマスタ側へ返しません（NACK）。
また、スレーブ側の INTIICA0 割り込み（アドレス一致の割り込み）は発生せず、スレーブ側のウエイト
は入りません。ただし、マスタ側は ACK、NACK のどちらの場合でも、INTIICA0 割り込み（アドレス
送信完了の割り込み）が発生します。 
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（3）マスタ→スレーブ通信 3（データ～データ～ストップ・コンディション） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 ストップ・コンディション発行後、SCLA0 が立ち上がってからストップ・コンディションが生成される

までに標準モード設定時 4.0μs 以上／ファースト・モード設定時 0.6μs 以上です。 

図 1.4  IIC 通信タイミング・チャート（マスタ→スレーブ通信例）(3/4) 
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⑦ データ転送完了後、8 クロック目の立ち下がり時にスレーブ側のハードウェアよるウエイト（SCLA0
ライン：ロウ・レベル）が発生し、スレーブ側で割り込み（INTIICA0:転送完了割り込み）が発生しま
す。 

⑧ スレーブ側が受信データを読み出して、ウエイトを解除（WREL0=1）すると、ACK がマスタ側へ送
信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

⑨ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
マスタ側の割り込み（INTIICA0:アドレス送信完了の割り込み）が発生します。 

⑩ マスタ側が IICA0 レジスタに送信データを書き込み、マスタ側はウエイトを解除すると、マスタ側か
らスレーブ側にデータ転送が開始されます。 

⑪ データ転送完了後、8 クロック目の立ち下がり時にスレーブ側のハードウェアよるウエイト（SCLA0
ライン：ロウ・レベル）が発生し、スレーブ側で割り込み（INTIICA0:転送完了割り込み）が発生しま
す。 

⑫ スレーブ側が受信データを読み出して、ウエイトを解除（WREL0=1）すると、ACK がマスタ側へ送
信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

⑬ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
マスタ側で割り込み（INTIICA0:転送完了の割り込み）が発生します。 

⑭ ストップ・コンディション・トリガをセット（SPT0=1）すると、SDAA0 ラインを立ち下げ、SCLA0
ラインを立ち上げ、ストップ・コンディションセットアップ時間経過後、SDAA0 ラインを立ち上げる
ことでストップ・コンディションが生成されます。 

⑮ ストップ・コンディションが生成されると、スレーブ側でストップ・コンディションが検出され
（SPD0=1）、スレーブ側で IICA0 割り込み（ストップ・コンディションの割り込み）が発生します。 
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（4）マスタ→スレーブ通信 4（データ～リスタート・コンディション～アドレス） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 リスタート・コンディション発行後、SCLA0 が立ち上がってからスタート・コンディションが生成され

るまでに標準モード設定時 4.7μs以上／ファースト・モード設定時 0.6μs以上です。 

図 1.5  IIC 通信タイミング・チャート（マスタ→スレーブ通信例）(4/4) 
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⑦ データ転送完了後、8 クロック目の立ち下がり時にスレーブ側のハードウェアよるウエイト（SCLA0
ライン：ロウ・レベル）が発生し、スレーブ側で割り込み（INTIICA0:転送完了割り込み）が発生しま
す。 

⑧ スレーブ側が受信データを読み出して、ウエイトを解除（WREL0=1）すると、ACK がマスタ側へ送
信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

⑨ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
マスタ側で割り込み（INTIICA0:転送完了の割り込み）が発生します。 

⑩ マスタ側で再度スタート・コンディション・トリガがセット（STT0=1）されると、SCLA0 ラインが
立ち上がり、リスタート・コンディションセットアップ時間後、SDAA0 ラインが立ち下がり、スター
ト・コンディションが生成されます。その後、スタート・コンディションを検出（STD0=1）すると、
ホールド時間経過後、バス・クロックラインが立ち下がり、通信準備が完了となります。 

⑪ マスタ側が IICA0 レジスタにスレーブ･アドレスを書き込み、マスタ側からスレーブ側にアドレス転送
が開始されます。 
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（5）スレーブ→マスタ通信 1（スタート・コンディション～アドレス～データ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 SDAA0 が立ち下がってから SCLA0 が立ち下がるまで、標準モード設定時 4.0μs以上／ファースト・モー

ド設定時 0.6μs以上です。 

図 1.6  IIC 通信タイミング・チャート（スレーブ→マスタ通信例）(1/3) 
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① マスタ側でスタート・コンディション・トリガがセット（STT0=1）されると、SDAA0 ラインが立ち
下がり、スタート・コンディションが生成されます。その後、スタート・コンディションを検出（STD0=1）
すると、マスタ側はマスタ通信状態（MSTS0=1）になります。ホールド時間経過後、SCLA0 ラインが
立ち下がり、通信準備が完了となります。 

② マスタ側で IICA0 レジスタにアドレス＋データ方向ビット R（受信）が書き込まれると、スレーブ・
アドレスが送信されます。 

③ 受信したアドレスとスレーブのアドレスが一致した場合注、スレーブ側のハードウェアより ACK がマ
スタ側へ送信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

④ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側の INTIICA0 割り込み（アドレス送信完了の割り込み）が発生
し、スレーブはアドレスが一致した場合、INTIICA0 割り込み（アドレス一致の割り込み）が発生しま
す。さらに、マスタ側およびアドレスが一致したスレーブ側はウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベ
ル）を発生させます。 

⑤ マスタ側は受信動作となるため、8 クロック・ウエイト（WTIM0=0）を選択します。 

⑥ スレーブ側が IICA0 レジスタに送信データを書き込み、スレーブ側はウエイトを解除します。 

⑦ マスタ側がウエイトを解除（WREL0=1）すると、スレーブ側からマスタ側にデータ転送が開始されま
す。 

 

注  受信アドレスと自局アドレスが不一致の場合は、スレーブ側は ACK をマスタ側へ返しません
（NACK）。また、スレーブ側の INTIICA0 割り込み（アドレス一致の割り込み）は発生せず、スレー
ブ側のウエイトも入りません。ただし、マスタ側は ACK、NACK のどちらの場合でも、INTIICA0 割
り込み（アドレス送信完了の割り込み）が発生します。 
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（6）スレーブ→マスタ通信 2（アドレス～データ～データ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.7  IIC 通信タイミング・チャート（スレーブ→マスタ通信例）(2/3) 
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③ 受信したアドレスとスレーブのアドレスが一致した場合注、スレーブ側のハードウェアより ACK がマ
スタ側へ送信され、9 クロック目の立ち上がり時に、マスタ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

④ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側の INTIICA0 割り込み（アドレス送信完了の割り込み）が発生
し、スレーブはアドレスが一致した場合、INTIICA0 割り込み（アドレス一致の割り込み）が発生しま
す。さらに、マスタ側とアドレスが一致したスレーブ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベ
ル）を発生させます。 

⑤ マスタ側は受信動作となるため、8 クロック・ウエイト（WTIM0=0）を選択します。 

⑥ スレーブ側が IICA0 レジスタに送信データを書き込み、スレーブ側はウエイトを解除します。 

⑦ マスタ側がウエイトを解除（WREL0=1）すると、スレーブ側からマスタ側にデータ転送が開始されま
す。 

⑧ 8 クロック目の立ち下がりで、マスタ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
マスタ側の INTIICA0 割り込み（転送完了の割り込み）が発生します。また、マスタ側のハードウェア
より ACK がスレーブ側へ送信されます。 

⑨ マスタ側は受信データを読み出して、ウエイトを解除（WREL0=1）します。 

⑩ 9 クロック目の立ち上がり時に、スレーブ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

⑪ 9 クロック目の立ち下がりで、スレーブ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
スレーブ側は INTIICA0 割り込み（転送完了の割り込み）が発生します。 

⑫ スレーブ側の IICA0 レジスタに送信データを書き込むと、スレーブ側のウエイトは解除され、スレー
ブ側からマスタ側にデータ転送が開始されます。 

 

注  受信アドレスと自局アドレスが不一致の場合は、スレーブ側は ACK をマスタ側へ返しません
（NACK）。また、スレーブ側の INTIICA0 割り込み（アドレス一致の割り込み）は発生せず、スレー
ブ側のウエイトも入りません。ただし、マスタ側は ACK、NACK のどちらの場合でも、INTIICA0 割
り込み（アドレス送信完了の割り込み）が発生します。 

 

 

 



RL78/G13 シリアル・インタフェース IICA（スレーブ送受信） 

R01AN0463JJ0300  Rev. 3.00  Page 16 of 44 
2013.12.27  

（7）スレーブ→マスタ通信 3（データ～データ～ストップ・コンディション） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 ストップ・コンディション発行後、SCLA0 が立ち上がってからストップ・コンディションが生成される

までに標準モード設定時 4.0μs以上／ファースト・モード設定時 0.6μs以上です。 

図 1.8  IIC 通信タイミング・チャート（スレーブ→マスタ通信例）(3/3) 
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⑧ 8 クロック目の立ち下がりで、マスタ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
マスタ側の INTIICA0 割り込み（転送完了の割り込み）が発生します。さらに、マスタ側のハードウェ
アより ACK がスレーブ側へ送信されます。 

⑨ マスタ側は受信データを読み出して、ウエイトを解除（WREL0=1）します。 

⑩ 9 クロック目の立ち上がり時に、スレーブ側で ACK が検出（ACKD0=1）されます。 

⑪ 9 クロック目の立ち下がりで、スレーブ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生し、
スレーブ側は INTIICA0 割り込み（転送完了の割り込み）が発生します。 

⑫ スレーブ側の IICA0 レジスタに送信データを書き込むと、スレーブ側のウエイトは解除され、スレー
ブ側からマスタ側にデータ転送が開始されます。 

⑬ 8 クロック目の立ち下がりで、マスタ側 INTIICA0 の割り込み（転送完了の割り込み）が発生し、マス
タ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）が発生します。また、マスタ側のハードウェア
より ACK がスレーブ側へ送信されます 

⑭ マスタ側はスレーブ側に最終データであること（通信終了）を通知するため、NACK 応答に設定
（ACKE0=0）し、ウエイト・タイミングを 9 クロック・ウエイト（WTIM0=1）に変更します。 

⑮ マスタ側がウエイトを解除（WREL0=1）すると、スレーブ側は 9 クロック目の立ち上がりで NACK
を検出（ACKD0=0）します。 

⑯ 9 クロック目の立ち下がりで、マスタ側とスレーブ側によるウエイト（SCLA0 ライン：ロウ・レベル）
が発生し、マスタ側とスレーブ側で INTIICA0 割り込み（転送完了の割り込み）が発生します。 

⑰ マスタ側でストップ・コンディション発行（SPT0=1）すると、SDAA0 ラインが立ち下がり、マスタ
側のウエイトが解除されます。その後、マスタ側は SCLA0 ラインが立ち上がるまで待機します。 

⑱ スレーブ側は通信を終了するためにウエイトを解除（WREL0=1）します。スレーブによるウエイトが
解除されると、SCLA0 ラインが立ち上がります。 

⑲ マスタ側は SCLA0 ラインが立ち上がったことを確認すると、ストップ・コンディションセットアッ
プ時間経過後、SDAA0 ラインを立ち上げ、ストップ・コンディションを発行します。ストップ・コン
ディションが生成されると、スレーブ側でストップ・コンディションが検出（SPD0=1）され、マスタ
側、スレーブ側で INTIICA0 割り込み（ストップ・コンディションの割り込み）が発生します。 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン RL78/G13（R5F100LEA） 
動作周波数  高速オンチップオシレータ（HOCO）クロック：32MHz 

 CPU／周辺ハードウエア・クロック： 32MHz 

動作電圧 5.0V（2.9V～5.5V で動作可能） 
LVD 動作（VLVI）：リセット・モード 2.81V (2.76V～2.87V) 

統合開発環境 (CubeSuite+) ルネサス エレクトロニクス製 
 CubeSuite+ V1.00.01 

C コンパイラ (CubeSuite+) ルネサス エレクトロニクス製 
 CA78K0R V1.20 

統合開発環境 (e2studio) ルネサス エレクトロニクス製 
 e2studio V2.0.1.3 

C コンパイラ(e2studio) ルネサス エレクトロニクス製 
 KPIT GNURL78-ELF Toolchain V13.02 

統合開発環境 (IAR) IAR システムズ株式会社製 
IAR Embedded Workbench for Renesas RL78 V1.30.2 

C コンパイラ(IAR) IAR システムズ株式会社製 
IAR C/C++ Compiler for Renesas RL78 V1.30.2 

 

 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
RL78/G13 初期設定（R01AN0451J）アプリケーションノート 
RL78/G13IICA マスタ送受信（R01AN0462J）アプリケーションノート 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 
図 4.1 に本アプリケーションノートで使用するハードウェア構成例を示します。 

 

 
 

図 4.1  ハードウェア構成 

 

注意 1 この回路イメージは接続の概要を示す為に簡略化しています。実際に回路を作成される場合は、端
子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください（入力専用ポートは個別に
抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい）。 

2 EVSS で始まる名前の端子がある場合には VSS に、EVDD で始まる名前の端子がある場合には VDD に
それぞれ接続してください。 

3 VDD は LVD にて設定したリセット解除電圧（VLVI）以上にしてください。 

 

 

4.2 使用端子一覧 
表 4.1に使用端子と機能を示します。 

 

表 4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P60/SCLA0 入出力 IICA0 のシリアル・クロック入出力端子 
P61/SDAA0 入出力 IICA0 のシリアル・データ送受信用端子 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 
本アプリケーションノートでは、シリアル・インタフェース IICA を利用して IICA スレーブ送受信（アド

レス受信、データ送受信）動作を行います。 

 

(1) シリアル・インタフェース IICA の初期設定を行います。 

＜設定条件＞ 

 動作モードをファースト・モードに設定します。 

 転送クロックを 400kHz に設定します。 

 自局アドレスを 0xA0 に設定します。 

 デジタル・フィルタの動作をオンに設定します。 

 9 クロック目で割り込みが発生するように設定します。 

 ストップ・コンディション割り込み禁止に設定します。 

 P60/SCLA0 端子をシリアル・クロック（入出力設定)に、P61/SDAA0 端子をデータ送受信（入出力設
定）に設定します。 

 

(2) 通信用バッファ（16 バイト）を準備します。 

 

(3) 初期設定完了後は、消費電力を低く抑えるために IICA のウエイク・アップ機能を使用します。STOP
命令を実行して、自局アドレスまたは拡張コード受信したときの割り込み（INTIICA0）を待ちます。 

 

(4) 自局アドレスまたは拡張コード受信したときウエイク・アップし、データ通信を開始します。 

 

(5) マスタ側からのデータを受信します。受信データ（16 バイト）は、順次、通信用バッファに格納され
ます。通信完了後、次の送信に備え通信用バッファに送信データ(16 バイト)を格納します。 

 

(6) IICA のウエイク・アップ機能を使用します。STOP 命令を実行して、自局アドレスまたは拡張コード
受信したときの割り込み（INTIICA0）を待ちます。 

 

(7) ウエイク・アップ後、順次、マスタ側にデータ（16 バイト）を送信します。 

 

(8) 上記 (2) ～ (7) を繰り返します。 

 

 

注意   本サンプルコードは、RL78/G13 IICA マスタ送受信（R01AN0462J）アプリケーションノートのみに
対応しています。 
 通信完了の条件は、データ送受信中のストップ・コンディション検出と NACK 検出です。通信が完
了すると、次の処理に移行します（例えば、受信処理が完了すると送信処理に移行します）。 
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5.2 オプション・バイトの設定一覧 
表 5.1 にオプション・バイト設定を示します。 

 

表 5.1 オプション・バイト設定 

 
 

5.3 定数一覧 
表 5.2 にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 

表 5.2 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
DATA_LENGTH 0x10 IIC 送受信データ長 
_80_IICA_STATUS_MASTER 0x80 IICS0 の値判定用（マスタ状態確認フラグの値読み取り

用マスク） 
_80_IICA_ADDRESS_COMPLETE 0x80 変数 g_Iica0SlaveStatusFlag の設定値（アドレス送信

完了状態) 
MD_NAK 0x02U NAK 応答 
MD_ERROR 0x80U アドレス不一致 

 

 

アドレス 設定値 内容 
000C0H/010C0H 01101110B ウォッチドッグ・タイマ 動作停止 

（リセット解除後、カウント停止） 
000C1H/010C1H 01111111B LVD リセット・モード 2.81V (2.76V～2.87V) 
000C2H/010C2H 11101000B HS モード、HOCO : 32MH 
000C3H/010C3H 10000100B オンチップ・デバッグ許可 
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5.4 変数一覧 
表 5.3 にグローバル変数を示します。 

表 5.3 グローバル変数 

Type Variable Name Contents Function Used 
uint8_t g_Iica0SlaveStatusFlag IICA0 スレーブフラグ R_IICA0_Slave_Send() 

R_IICA0_Slave_Receive() 
R_IICA0_SlaveHandler() 
R_IICA0_Callback_Slave_Error() 
main() 

uint8_t * g_pIica0RxAddress IICA0 受信バッファ 
アドレス 

R_IICA0_Slave_Receive() 
R_IICA0_SlaveHandler() 

uint16_t g_Iica0RxLen IICA0 受信データ長 R_IICA0_Slave_Receive() 
R_IICA0_SlaveHandler() 

uint16_t g_Iica0RxCnt 
IICA0 受信データ 
カウント 

R_IICA0_Slave_Receive() 
R_IICA0_SlaveHandler() 

uint8_t * g_pIica0TxAddress 
IICA0 送信バッファ 
アドレス 

R_IICA0_Slave_Send() 
R_IICA0_SlaveHandler() 

uint16_t g_Iica0TxCnt 
IICA0 送信データ 
カウント 

R_IICA0_Slave_Send() 
R_IICA0_SlaveHandler() 

static uint8_t rx_data[DATA_LENGTH] データ受信バッファ R_IICA0_Slave_Send() 
R_IICA0_Slave_Receive() 

static uint8_t direction 通信方向フラグ main() 
R_RxPreparation() 
R_TxPreparation() 

 

 

5.5 関数一覧 
表 5.4 に関数を示します。 

 

表 5.4 関数 

関数名 概要 
R_RxPreparation 受信準備処理 
R_TxPreparation 送信準備処理 
R_IICA0_Slave_Receive スレーブ受信設定処理 
R_IICA0_Slave_Send スレーブ送信設定処理 
R_IICA0_Interrupt IICA0 割り込みハンドラ 
R_IICA0_SlaveHandler 割り込み内スレーブ処理 
R_IICA0_Callback_Slave_Error 送受信エラー時処理 
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5.6 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

[関数名] R_RxPreparation 
概要 受信準備処理 

ヘッダ - 
宣言 void R_RxPreparation(void) 
説明 データを受信するための準備を行い、IICA0 スレーブフラグをクリアします。 
引数 なし - 

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] R_TxPreparation 
概要 送信準備処理 

ヘッダ - 
宣言 void R_TxPreparation(void) 
説明 データを送信するための準備を行い、IICA0 スレーブフラグをクリアします。 
引数 なし - 

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] R_IICA0_Slave_Receive 
概要 スレーブ受信設定処理 

ヘッダ r_cg_serial.h 
宣言 void R_IICA0_Slave_Receive(uint8_t *rxbuf、 uint16_t rxnum) 
説明 スレーブ受信モードを設定します。 
引数 rxbuf 

rxnum 
受信データ・バッファ・アドレス 
受信データ長 

リターン値 なし 
備考 なし 

 

 

[関数名] R_IICA0_Slave_Send 
概要 スレーブ送信設定処理 

ヘッダ r_cg_serial.h  
宣言 void R_IICA0_Slave_Send(uint8_t *txbuf、 uint16_t txnum) 
説明 スレーブ送信モードを設定します。 
引数 txbuf 

txnum 
送信データ・バッファ・アドレス 
送信データ長 

リターン値 なし 
備考 なし 
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[関数名] R_IICA0_Interrupt 
概要 IICA0 割り込みハンドラ 

ヘッダ - 
宣言 __interrupt void R_IICA0_Interrupt(void) 
説明 IICA0 割り込みの割り込みハンドラです。 
引数 なし  

リターン値 なし 
備考 本サンプルコードでは、仕様動作を実現させるため、コードジェネレータで生成した

本関数の先頭に、ウエイク・アップ機能動作停止設定の処理を追加しています。ウエ

イク・アップ機能動作許可状態での IICS0 レジスタの読み出しは禁止です。 
 

 

[関数名] R_IICA0_SlaveHandler 
概要 IICA0 スレーブ・ハンドラ 

ヘッダ r_cg_serial.h 
宣言 void R_IICA0_SlaveHandler(void) 
説明 IICA0 割込み処理内のスレーブ送受信処理を行います。 
引数 なし - 

リターン値 なし 
備考 本サンプルコードでは、全てのデータを受信後に ACK を出力できるよう、コードジェ

ネレータで生成した本関数で最終データ受信時に 8 クロックでの割り込みでアクノ

リッジを禁止（ACKE0=0）する処理を削除しています。 
 

 

[関数名] R_IICA0_Callback_Slave_Error 
概要 エラー･フラグ返却処理 

ヘッダ r_cg_serial.h 
宣言 void R_IICA0_Callback_Slave_Error(MD_STATUS flag) 
説明 IICA0 割込み処理内でアドレス不一致、NACK 受信時のエラー処理を行います。 
引数 flag エラー・ステータス 

リターン値 なし 
備考 なし 
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5.7 フローチャート 
図 5.1 に本アプリケーションノートの全体フローを示します。 

 

start

初期設定関数

hdwinit()　注

End

メイン処理
main()

初期設定関数をコールする前に、

オプション・バイトを参照しています。

 

図 5.1 全体フロー 

 

5.7.1 初期設定関数 
図 5.2 に初期設定関数のフローチャートを示します。 

 

IE ← 0

システム関数
R_Systeminit()

hdwinit()　注

割り込み禁止

return

IE ← 1割り込み許可

 

図 5.2 初期設定関数 

注： IAR のサンプルコードでは__low_level_init 関数にて初期設定を行います。 
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5.7.2 システム関数 
図 5.3 にシステム関数のフローチャートを示します。 

 

R_Systeminit()

周辺I/Oリダイレクション機能未使用

シリアル・インタフェースIICAの設定
R_IICA0_Create();

return

PIORレジスタ ← 00H

入出力ポートの設定
R_PORT_Create()

CPUクロックの設定
R_CGC_Create()

 

図 5.3 システム関数 
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5.7.3 入出力ポートの設定 
図 5.4 に入出力ポートのフローチャートを示します。 

 

R_PORT_Create()

return

未使用ポートの設定 注

 
 

図 5.4 入出力ポートの設定 

 

注  未使用ポートの設定については、RL78/G13 初期設定（R01AN0451J）アプリケーションノート“フロー
チャート”を参照して下さい。 

 

注意 未使用のポートは、端子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください。また、
未使用の入力専用ポートは個別に抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい。 
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5.7.4 CPU クロックの設定 
図 5.5 に CPU クロックの設定のフローチャートを示します。 

 

R_CGC_Create()

return

高速システムクロック／
サブシステム・クロックの設定

CPU／周辺ハードウエア・
クロック（fCLK）の選択

CMCレジスタ ← 00H：高速システム・クロック、
MSTOPビット ← 1 サブシステム・クロック未使用
XTSTOPビット ← 1

MCM0ビット ← 0：メイン・システム・クロック（fMAIN）
に高速OCOクロック（fIH）を選択

CSSビット ← 0：CPU／周辺ハードウエア・クロック
（fCLK）にメイン・システム・クロック
（fMAIN）を選択

 
 

図 5.5 CPU クロックの設定 

 

注意 CPU クロックの設定（R_CGC_Create()）については、RL78/G13 初期設定（R01AN0451J）アプリケー
ションノート“フローチャート”を参照して下さい。 
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5.7.5 シリアル・インタフェース IICA の設定 
図 5.6 にシリアル・インタフェース IICA の設定のフローチャートを示します。 

R_IICA0_Create()

return

IICA0にクロック供給 IICA0ENビット←1

IICA0割り込み要求フラグをクリア

IICA0の動作停止 IICE0ビット ← 0

IICA0割り込みを禁止 IICAMK0ビット ← 1

IICAIF0ビット ← 0

IICA0の割り込み優先順位を
レベル3に設定

IICAPR10ビット←1

IICAPR00ビット←1

IICA0の設定

・ファーストモード
・IICAロウ・レベル幅を設定
・IICAハイ・レベル幅を設定

・デジタル・フィルタを有効
・動作クロック：fCLK/2を選択
・自局のアドレスをA0Hに設定
・動作許可（IICE0 = 1）後、ストップ・

コンディションを検出せずにスター
ト・コンディションを生成許可

・通信予約機能禁止
・ストップ・コンディション検出による

割り込み要求発生を禁止
・9クロック目の立ち下がりで

割り込み要求発生
・アクノリッジを許可。

9クロック期間中にデータ・ラインを

ロウ・レベルにする。

IICA0割り込みを許可 IICAMK0ビット ← 0

IICA0の動作許可 IICE0ビット ← 1

データ・ライン、
クロック・ラインを開放

IICA0端子の設定
P6レジスタ ← 00H
PM6レジスタ ← F0H

SMC0ビット ← 1

IICWL0レジスタ ← 15H

IICWH0レジスタ← 14H

DFC0ビット ← 1

PRS0ビット ← 1

SVA0レジスタ ← A0H

STCEN0ビット ← 1 

IICRSV0ビット ← 1

SPIE0ビット ← 0

WTIM0ビット ← 1

ACKE0ビット ← 1

LREL0ビット ← 1

 
 

図 5.6 シリアル・インタフェース IICA の設定 
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・周辺イネーブル・レジスタ 0（PER0） 

IICAEN を操作し、IICA0 へのクロック供給を開始します。 
 

シリアル・インタフェース IICA0 へのクロック供給開始 

略号：PER0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

RTCEN IICA1EN ADCEN IICA0EN SAU1EN SAU0EN TAU1EN TAU0EN 

x x x 1 x x x x 
 

ビット４ 

IICA0EN シリアル・インタフェース IICA0 の入力クロックの制御 

0 入力クロック供給停止 

1 入力クロック供給 

 
注意 レジスタ設定の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参

照してください。 
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略号：IICCTL01 

7 6 5 4 3 2 1 0 

WUP0 0 CLD0 DAD0 SMC0 DFC0 0 PRS0 

0 0 x x 1 1 0 1 
 

ビット７ 

 WUP0 アドレス一致ウエイク・アップの制御 

0 STOP モード時のアドレス一致ウエイク・アップ機能動作停止 

1 STOP モード時のアドレス一致ウエイク・アップ機能動作許可 

 

ビット３ 

 SMC0 動作モードの切り替え 

0 標準モードで動作 

1 ファースト・モードで動作 

 

ビット２ 

 DFC0 デジタル・フィルタの動作の制御 

0 デジタル・フィルタ・オフ。 

1 デジタル・フィルタ・オン 
 

ビット０ 

 PRS0 動作クロックの分周動作制御 

0 動作クロックに fCLKを選択 

1 動作クロックに fCLK/2 を選択 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を
参照してください。 

 

IICA0 の動作モード設定  
・IICA コントロール・レジスタ 01（IICCTL01） 
動作クロック設定 
デジタル・フィルタ動作設定 
ファースト・モード動作設定 
ウエイク・アップ機能動作停止設定 
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・IICA ロウ・レベル幅設定レジスタ 0（IICWL0） 
・IICA ハイ・レベル幅設定レジスタ 0（IICWH0） 

SCLA0 端子信号のロウ・レベル幅、ハイ・レベル幅を設定 

略号：IICWL0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 1 0 1 0 1 
 

略号：IICWH0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

0 0 0 1 0 1 0 0 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 

転送クロックの設定 

 
・スレーブ・アドレス・レジスタ 0（SVA0） 
自局アドレスの設定 

略号：SVA0 

7 6 5 4 3 2 1 0 

1 0 1 0 0 0 0 0 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
 

自局アドレスの設定 
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・IICA コントロール・レジスタ 00（IICCTL00） 

I2C の動作許可 
ストップ・コンディション割り込みを禁止 
ウエイトおよび割り込み要求発生タイミングの設定 

アクノリッジ出力許可 

IICA の動作設定 

略号：IICCTL00 

7 6 5 4 3 2 1 0 

IICE0 LREL0 WREL0 SPIE0 WTIM0 ACKE0 STT0 SPT0 

1 1 x 0 1 1 x x 
 

ビット７ 

IICE0 I2C の動作許可 

0 動作停止 
1 動作許可 

 

ビット６ 

LREL0 通信退避 

0 通常動作 

1 現在行っている通信から退避し、待機状態。実行後自動的にクリア（0）される。 
 

ビット４ 

SPIE0 ストップ・コンディション検出による割り込み要求発生の許可／禁止 

0 禁止 

1 許可 
 

ビット３ 

WTIM0 ウエイトおよび割り込み要求発生の制御 

0 8 クロック目の立ち下がりで割り込み要求発生。 

1 9 クロック目の立ち下がりで割り込み要求発生。 
 

ビット２ 

ACKE0 アクノリッジ制御 

0 アクノリッジを禁止。 

1 アクノリッジを許可。9 クロック期間中に SDAA0 ラインをロウ・レベルにする。 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照してください。 
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・ポート・レジスタ 6（P6） 
・ポート・モード・レジスタ 6（PM6） 

P60 を SCLA0、P61 を SDAA0 として出力モードで使用します。 
 

略号：P6 

7 6 5 4 3 2 1 0 

P67 P66 P65 P64 P63 P62 P61 P60 

x x x x x x 0 0 
 

ビット１ 

P61 出力データの制御 

0 0 を出力 

1 1 を出力 

 

ビット０ 

P60 出力データの制御 

0 0 を出力 

1 1 を出力 

 

 

略号：PM6 

7 6 5 4 3 2 1 0 

PM67 PM66 PM65 PM64 PM63 PM62 PM61 PM60 

x x x x x x 0 0 
 

ビット１ 

PM61 P61 の入出力モードの選択 

0 出力モード（出力バッファ・オン） 

1 入力モード（出力バッファ・オフ） 
 

ビット０ 

PM60 P60 の入出力モードの選択 

0 出力モード（出力バッファ・オン） 

1 入力モード（出力バッファ・オフ） 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編

を参照してください。 

 

IICA 端子の設定 
 



RL78/G13 シリアル・インタフェース IICA（スレーブ送受信） 

R01AN0463JJ0300  Rev. 3.00  Page 35 of 44 
2013.12.27  

5.7.6 メイン処理 
図 5.7 にメイン処理のフローチャートを示します。 

 

WUP0ビット←1

送信

送信準備関数
R_TxPreparation()

受信

main()

転送方向フラグの状態は？

受信準備関数
R_RxPreparation()

転送方向フラグを送信に設定

STOPモード時のアドレス一致

ウエイク・アップ動作許可

STOP命令

IICAスレーブ・ステータス

（通信終了）

IICAスレーブ・ステータス

（通信終了）

IICAスレーブ・ステータスIICAスレーブ・ステータス

通信退避処理

HALT命令

LREL0ビット←1
：現在の通信から退避して待機状態に

 
 

図 5.7 メイン処理 
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略号：IICCTL01 

7 6 5 4 3 2 1 0 

WUP0 0 CLD0 DAD0 SMC0 DFC0 0 PRS0 

1 0 x x 1 1 0 1 
 

ビット７ 

 WUP0 アドレス一致ウエイク・アップの制御 

0 STOP モード時のアドレス一致ウエイク・アップ機能動作停止 

1 STOP モード時のアドレス一致ウエイク・アップ機能動作許可 
 
 

注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編
を参照してください。 

 

 
・IICA コントロール・レジスタ 01（IICCTL01） 
ウエイク・アップ機能を動作許可設定 

 
・IICA コントロール・レジスタ 00（IICCTL00） 
現在の通信を終了し、通信待機状態に設定 

通信終了設定 

略号：IICCTL00 

7 6 5 4 3 2 1 0 

IICE0 LREL0 WREL0 SPIE0 WTIM0 ACKE0 STT0 SPT0 

1 1 x 0/1 0/1 0/1 0 0 
 

ビット６ 

LREL0 通信退避 

0 通常動作 

1 現在行っている通信から退避し、待機状態 

 
注意 レジスタ設定方法の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編

を参照してください。 

 

ウエイク・アップ動作の設定 
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5.7.7 IICA0 受信準備関数 
図 5.8 に IICA0 受信準備関数のフローチャートを示します。 

 

return

R_RxPreparation()

転送方向フラグを受信に設定

スレーブ受信設定処理
R_IICA0_Slave_Receive()

：受信データを16に設定
受信データカウンタを0クリア

受信バッファ・アドレスを設定
IICスレーブ・ステータスを0（アドレス通信）

に設定

 
 

図 5.8  IICA0 受信準備関数 
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5.7.8 IICA0 送信準備関数 
図 5.9 に IICA0 送信準備関数のフローチャートを示します。 

 

return

R_TxPreparation()

転送方向フラグを送信に設定

スレーブ送信設定処理
R_IICA0_Slave_Send()

受信データ・バッファ配列の
各要素に16を加算

：送信データカウンタを16に設定

送信バッファ・アドレスを設定
IICスレーブ・ステータスを0（アドレス通信）

に設定

 
 

図 5.9  IICA0 送信準備関数 
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5.7.9 IICA0 割り込み処理 
図 5. 10 に IICA0 割り込み処理のフローチャートを示します。 

 

return

R_IICA0_Interrupt()

WUP0ビット←0STOPモード状態時のアドレス一致

ウエイク・アップ機能動作停止

IIC動作停止状態？

IICA0スレーブ・ハンドラ
R_IICA0_SlaveHandler()

No

Yes

 
 

図 5.10 IICA0 割り込み処理 
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5.7.10 IICA0 スレーブ･ハンドラ 
図 5.11、図 5.12、図 5.13 に IICA0 スレーブ･ハンドラのフローチャートを示します。 

R_IICA0_SlaveHandler()

A

ストップ・コンディション
検出？

ストップ・コンディション
割り込み禁止

SPIE0ビット←0

IICスレーブ・ステータスを
1（通信終了）にする

アドレス通信？

SPIE0ビット←1

WTIM0ビット←1

：送信バッファのデータをIICA0
レジスタに書き込み、送信

データ・カウンタを 1減算

A

エラー・フラグ返却処理
R_IICA0_Callback_Slave_

Error ()

A

B

C

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

アドレス一致？

ストップ・コンディション
割り込み許可

送信モード？

9クロック・ウエイトに設定

送信データあり？

送信データ書き込み ウエイト解除

WREL0ビット←1

 

図 5.11  IICA0 スレーブ･ハンドラ（1/3） 
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B

A

送信データあり？

：送信バッファのデータを

IICA0レジスタに書き込み、

送信データ・カウンタを

1減算

A

ウエイト解除

WREL0ビット←1

通信終了？
：送信データが残っており、

かつ、マスタからACKが
無い状態かどうか

C

Yes

Yes

Yes

No

No

No
送信モード？

エラー・フラグ返却処理
R_IICA0_Callback_Slave_

Error ()

送信データ書き込み

 
 

図 5.12  IICA0 スレーブ･ハンドラ（2/3） 
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C

ウエイト解除

WREL0ビット←1

return

A

受信データ格納

格納領域はフル？

WREL0ビット←1

9クロック・ウエイトに設定

WTIM0ビット←1

Yes

Yes

No

No

ウエイト解除

WREL0ビット←1

ウエイト解除

格納領域に空きあり？

 
 

図 5.13  IICA0 スレーブ･ハンドラ（3/3） 
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5.7.11 エラー･フラグ返却処理 
図 5. 14 にエラー･フラグ返却処理のフローチャートを示します。 

 

return

R_IICA0_Callback_Slave_Error

エラー種別

NACK

IICスレーブ・ステータスを
1（通信終了）にする

IICスレーブ・ステータスを
1（通信終了）にする

default

ウエイト解除

 
 

図 5.14 エラー･フラグ返却処理 

 



RL78/G13 シリアル・インタフェース IICA（スレーブ送受信） 

R01AN0463JJ0300  Rev. 3.00  Page 44 of 44 
2013.12.27  

6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 

7. 参考ドキュメント 
RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH0146J） 

RL78 ファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編（R01US0015J） 

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 

テクニカルアップデート/テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先  

http://japan.renesas.com/contact 
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改訂記録 
RL78/G13 グループ 
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改訂内容 

ページ ポイント 
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2.00 2011.9.30 — ２版発行 
3.00 2013.12.27 18 表 2.1 に IAR および e2studio のバージョン情報を追加 

25 注を追加 
25 図 5.2 関数名修正 
26 図 5.3 関数名修正 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）があります。

これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないように

してください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電気的

特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合があります。型名

が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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